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１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

小学校、中学校の書写の授業で学んだことを発展させて、芸術科書道では幅広い表現の方法を学びまし

ょう。 

漢字の書では、楷書や行書の学習を通して、その美と技法を学び、創造的な表現をするための技能を身

に付けましょう。 

漢字仮名交じりの書では、自らの構想に基づいて主体的に作品制作に取り組み、お互いの作品を鑑賞し

合いましょう。 

 

２．学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書写能力

の向上を図り、自己を主体的に表現するための能力を伸ばす。書の美しさを感じ取る鑑賞の基礎的な能

力を養い、書の伝統と文化についての理解を深める。 

 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.書への関心・意欲・態度 b.書表現の構想と工夫 c. 創造的な書表現の技能 d. 鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜び

を味わい、書の伝統と

文化に関心をもって主

体的に表現や鑑賞の創

造的活動に取り組もう

とする。 

 

書のよさや美しさを感

じ取り、感性を働かせ

ながら、自らの意図に

基づいて構想し表現を

工夫している。 

創造的な書表現をする

ために、基礎的な能力

を生かし、効果的な表

現の技能を身に付け表

している。 

日常生活の書の効用文

字及び書の伝統と文化

について幅広く理解

し、その価値を考え、

書のよさや美しさを創

造的に味わっている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

ファイルの整理 

 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整理 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整理 

観察 

ワークシート 

提出作品 

鑑賞レポート 

 

 

  ファイルの整理 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. 

１
学
期 

書

へ

の

い

ざ

な

い 

 

 

用具・用材を学ぶ 

 

 

姿勢や執筆法を学ぶ 

 

 

書体の変遷を学ぶ 

○  

 

 

○ 

 

 

 

○  

      

 

 

 

 

 

 

○ 

a:用具・用材に関する基本的な知

識や扱い方に関心を持ち、意欲

的に取り組もうとしている。 

b:基本的な姿勢・執筆法を身に付

け表そうとしている。 

c:用具・用材を適切に用いる方法を

身に付けている。 

d:漢字の書体の変遷と仮名の誕生

について理解している。 

 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

漢

字

の 

書 

 

楷

書 

 

 

 

 

 

 

楷書を学ぶ 

 

古典臨書 

 

倣書 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:さまざまな楷書の古典の美とそ

の技法に関心をもち、表現技法

を高めようとしている。 

b:楷書の美とその技法を学び、普

遍性のある表現を工夫している 

c:楷書の基本的な点画や線質の表

し方と用筆・運筆の関係を理解

し、創造的な表現を身に付け表

している。 

d:古典に基づく学習の意義や、臨

書について理解している。 

 さまざまな楷書の古典の美とそ

の技法について理解している。 

 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

 

２
学
期 

団

扇

作

品

制

作 

団扇に書を書き入れ

る 

 

鑑賞会 

○ ○ ○  

 

 

○ 

a:自らの感性や意図に基づいて作

品構成を考えようとしている。 

b:表現方法を工夫している。 

c:字形や全体構成などの表現技能

を身に付けようとしている。 

d:作品を鑑賞し,感想を述べる。 

 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

鑑賞プリント 



漢

字

の

書 

・ 

行

書 

行書を学ぶ 

 

古典臨書 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ a:さまざまな行書に関心を持つ。 

b:行書の技法を学び表現を工夫し

ている。 

c:行書の用筆や運筆を理解し、表現

の技術を身に付けている。 

d：さまざまな行書の古典の美とそ

の技法について理解している。 

 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

仮

名

の

書 

仮名の書を学ぶ 

 

古筆 

 

短冊に創作 

○  

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

a:仮名の書に関心を持ち、仮名の

書の変遷や特徴を捉えようとし

ている。 

b:仮名の技法を学び、普遍性のあ

る表現を工夫している。 

c: 仮名の書の基本的な点画や線質

の表し方と用筆・運筆の関係を

理解し、創造的な表現を身に付

け表している。 

d:仮名の書の美を感じ、その技法

について、理解している。 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

３
学
期 

篆

刻 

姓名印を刻す 

 

検字・印稿作成 

 

布字・運刀 

 

印箋に押印 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:篆刻に関心を持ち、意欲的に取

り組んでいる。 

b:篆刻の技法を学び、自分の名前

の印の構想を工夫している。 

ｃ:篆刻の技法を理解し、印を刻す

技術を身に付けている。 

d:落款について理解している。 

 篆刻の意義と技法について理解

している。 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

作

品

制

作 

カレンダー作品の制

作 

 

 

鑑賞会 

○ ○ ○  

 

 

 

○ 

a:暮らしに生かす書に関心を持っ

ている。 

b:自らの表現意図を達成するため

に、作品制作を工夫している。 

c:作品制作の中で、書道の学習で身

に付けたことを生かして表現し

ている。 

d:作品に押印して、その効果にも

関心を持ちながら、総合的に作

品鑑賞をする。 

 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

鑑賞プリント 



漢

字

仮

名

交

じ

り

書 

漢字仮名交じり書の

変遷 

 

自分らしい表現を求

めて 

 

色紙制作 

○  

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:漢字仮名交じりの書の表現に関

心を持ち、意欲的に取り組もう

としている。 

b:漢字と仮名の調和した泉質の表

し方やその美しさを理解し、表

現を理解している。 

 文字の大きさや配置、余白を工

夫している。 

c:漢字と仮名の調和を図る技能を

身に付けている。余白と全体の

構成を考えた表現の技能を身に

付けている。 

d:作品を鑑賞しあう。 

観察 

ワークシート 

提出作品 

ファイルの整

理 

 


